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第２章 現況と課題 

17,678 16,982 
15,105 14,071 

12,578 11,424 9,989 8,631 7,565 6,520 5,454 4,689 4,310 3,946 3,525 3,511 3,502 

50,557 52,237 
54,047 55,892 

54,442 

52,127 

49,156 

44,956 

41,050 

37,631 

34,983 

31,915 

28,120 

25,083 
22,609 

20,495 
18,519 

7,883 
8,992 

10,783 

13,435 
16,094 

18,333 

20,249 

22,433 

24,446 

24,852 

24,812 

24,726 

24,827 

24,149 

23,065 

21,708 

20,101 

76,118 
78,211 

79,935 

83,398 83,114 
81,884 

79,394 

76,020 

73,061 

69,003 

65,249 

61,330 

57,257 

53,178 

49,199 

45,713 

42,122 

10.4%

11.5%

13.5%

16.1%

19.4%

22.4%

25.5%

29.5%

33.5%

36.0%

38.0%

40.3%

43.4%

45.4%

46.9%
47.5% 47.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

65歳以上

15～64歳

15歳未満

高齢化率

単位：人

第２章 現況と課題            

１ 本市の現況及び将来人口推計                   

（１）人口 

１）人口の推移 

本市の総⼈⼝は、1995（平成７）年の83,398⼈をピークに減少傾向にあり、2020（令
和２）年時点では、73,061⼈まで減少しています。 

将来⼈⼝推計においても、減少傾向は継続し、2060（令和42）年には42,122⼈に減
少することが予想されます。 

また、⾼齢化率は、1980（昭和55）年から増加傾向にあり、2060（令和42）年には
47.7%まで増加することが予想されます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

出典：＜2020（R2）年以前＞国勢調査 

＜2025（R7）年以降＞国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(2023(R5)年 12 月推計)」 

図：本市の人口推移及び将来推計 

実績値 推計値 
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⽯岡市⽴地適正化計画 

２）区域区分別の人口の比率 

2016（平成28）年の区域区分別の⼈⼝⽐率をみると、市内の⾯積⽐率が6.5%である
⽯岡地域の市街化区域が48.0%を占めています。⼀⽅、市内の⾯積⽐率が0.9%である
⼋郷地域の⽤途地域が3.5%に対して、⽤途⽩地地域は31.6%となっています。 

⽯岡地域の市街化調整区域には16.9%、⼋郷地域の⽤途⽩地地域には31.6%、合わせ
ると市全体の⼈⼝の約5割を占めています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図：区域区分別の人口推移 

出典：2016(H28)年度 都市計画基礎調査

出典：2016(H28)年度 都市計画基礎調査出典：2016(H28)年度 都市計画基礎調査

図：市内の区域区分別の面積比率 図：市内の区域区分別の人口比率 
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３）転入・転居の状況 

2017（平成29）年〜2021（令和3）年における、本市への転⼊者数は10,842⼈とな
っており、そのうち20歳未満〜39歳の割合が72.7%となっています。 

また、2017（平成29）年〜2021（令和3）年における、本市内での転居者数は8,436
⼈となっており、そのうち20歳未満〜39歳の割合が68.5%となっています。 

転⼊・転居の多い20歳未満〜39歳の転⼊先と転居先を500ｍメッシュ別にみると、南
台・東⽯岡周辺に集中しています。 
 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

  

 

   

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：石岡市資料 出典：石岡市資料

転居が多い 

図：20 歳未満～39 歳の 500m メッシュ別 

 転入先状況（2017 年～2021 年） 

図：20 歳未満～39 歳の 500m メッシュ別 

 転居先状況（2017 年～2021 年） 

出典：石岡市資料 出典：石岡市資料

図：年齢別転入状況（2017 年～2021 年） 

転入が多い 

図：年齢別転居状況（2017 年～2021 年） 
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４）年齢５歳階級別人口の現況と将来推計 

2020（令和2）年と2045（令和27）年の5歳階級別⼈⼝を⽐較してみると、⼦どもや
若者世代（0歳〜29歳）の減少がみられます。また、⾼齢者（65歳以上）の増加に伴い、
2020（令和2）年時点では33.4%であった⾼齢化率が、2045（令和27）年では45.4%
になることが予想されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

出典：＜2020（R2）年＞国勢調査 

＜2045（R27）年＞国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(2023(R5)年 12 月推計)」 

図：市全体の５歳階級別人口ピラミッド（総人口） 

高齢化率が急上昇 

0 歳～20 代の 

減少が顕著 
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５）人口密度 

500ｍメッシュ別に、2020（令和２）年の⼈⼝密度をみると、10⼈/ha以上のエリ
アは、おおむね市街化区域及び⽤途地域内となっています。また、中⼼市街地のある
⽯岡駅⻄側よりも、⽯岡駅東側の南台・東⽯岡周辺に40⼈/ha以上のエリアが多くみ
られます。 

 

 

  

図：2020(R2)年 500ｍメッシュ別人口密度 

40 人/ha 以上の

エリアが複数 

出典：2020(R2)年 国勢調査
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６）将来人口推計 

①総人口の増減率 

500ｍメッシュ別に、2015（平成27）年〜2040（令和22）年の総⼈⼝増減率をみ
ると、⽯岡市街地の駅⻄側では、減少率30％以上のエリアが集中しているのに対して、
駅東側では減少率0%〜20％のエリアが多く⽐較的緩やかな減少となっています。 

また、市街地外の既存集落では、園部地区を除いて減少率20%〜30%となっており、
市街地以上に⼈⼝減少が進むことが予想されます。 

 
 
   
  
 
 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

減少率 0%～20% 

図：2015(H27)年～2040（R22）年 500ｍメッシュ別総人口増減率 

減少率 20%～30% 

減少率 30%以上の

エリアが集中 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(2018(H30)年 3 月推計)」 

減少率 20%～30% 
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②老年人口（65 歳以上）の増減率 

500ｍメッシュ別に、2015（平成27）年〜2040（令和22）年の⽼年⼈⼝増減率を
みると、2015（平成27）年〜2040（令和22）年の⼈⼝減少率（総⼈⼝）が低い南台
や⼭崎等のエリアでは⽼年⼈⼝が増加し、⼈⼝減少率が⾼い⽯岡駅⻄側や恋瀬地区等
のエリアでは⽼年⼈⼝の減少がみられます。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図：2015(H27)年～2040（R22）年 500ｍメッシュ別老年人口増減率 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(2018(H30)年 3 月推計)」 

人口減少率が高いエリア

で老年人口減少 

人口減少率が低いエリア

で老年人口増加 
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（２）土地利用                               

１）土地利用現況 

本市の⼟地利⽤現況は、農地・⼭林等の⾃然的⼟地利⽤が、市全域の78.5％を占め、
宅地や道路等の都市的⼟地利⽤が21.5％となっています。 

⽯岡地域では、鉄道駅（⽯岡駅）を中⼼に市街地が広がり、市街地の北側には⼯業団
地が位置しており、都市的⼟地利⽤が主体となっています。 

⼋郷地域は、市街地は柿岡地区周辺のみで、筑波⼭からの丘陵地帯が広がり、⼭林・
農地といった⾃然的⼟地利⽤が中⼼となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図：土地利用現況図 
出典：2020(R2)年度 都市計画基礎調査 
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２）区域区分別の新築着工件数の推移 

区域区分別に、新築着⼯件数の推移をみると、各年度ともに⽯岡地域の市街化区域で
の新築着⼯件数が最も多く、次いで⼋郷地域の⽤途⽩地地域での件数が多くなっていま
す。 

また、本市で区域指定制度（都市計画法第34条第11号及び第12号）が施⾏された後
の2011（平成23）年度以降では、⽯岡地域の市街化調整区域において件数の⼤幅な増
加がみられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  
出典：2011(H23)年度、2016(H28)年度、2020(R2)年度 都市計画基礎調査 

図：区域区分別の新築面積の推移 

出典：2011(H23)年度、2016(H28)年度、2020(R2)年度 都市計画基礎調査 

図：区域区分別の新築着工件数の推移 
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⽯岡市⽴地適正化計画 

（３）都市計画の指定状況                          

１）都市計画指定状況 

本市は、2005（平成17）年10⽉1⽇に、旧⽯岡市と旧⼋郷町の合併に伴い、現在の⽯
岡市となりました。 

旧⽯岡市は⽯岡都市計画区域、旧⼋郷町は⼋郷都市計画区域と⼆つの異なる都市計画
が定められています。⽯岡都市計画区域は線引き都市計画区域となっており、また、本
市における区域指定（都市計画法第34条第11号及び第12号）が指定されています。⼋
郷都市計画区域は⾮線引き都市計画区域となっており、柿岡市街地に⽤途地域が指定さ
れているほか、⼋郷地域のほぼ全域に特定⽤途制限地域が指定されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：石岡市資料 

図：都市計画指定状況 
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（４）都市機能施設                                

１）都市機能施設の立地状況 

市街化区域内の⽯岡市街地と⽤途地域内の柿岡市街地では、多様な都市機能施設が集
積していますが、市街地外の多くの既存集落においては、周辺に都市機能施設の⽴地が
少なくなっています。また、⼈⼝密度が低く、公共交通でのアクセスが困難な場所に⽴
地している都市機能施設が多くみられます。 

また、2019（令和元）年から中⼼市街地では、活性化に向けた取組みとして、新規創
業者への補助事業等が実施されていますが、空き店舗数の増加傾向がみられます。 
 
  
  
  

 
 
  

 
 
  
 

 
  

 
  
 
 

 
 
 
 
   
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  出典：石岡市資料 

図：都市機能施設位置図 

アクセスが困難 

アクセスが困難 

アクセスが困難 

施設立地が少ない 
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⽯岡市⽴地適正化計画 

（５）公共交通                                 

１）公共交通網 

本市の東側には常磐線が通っており、市内には⽯岡駅と⾼浜駅が⽴地しています。 
⽯岡駅へアクセスする運⾏本数30本/⽇以上のバス路線は、かしてつバス（BRT※）と

林線となっており、基幹的公共交通が少ない状態にあります。また、⽯岡市街地や柿岡
市街地と既存集落等とを結ぶ公共交通の路線がない拠点もみられます。 

また、本市では、2006（平成18）年から乗合いタクシーの運⾏が開始されており、
運⾏区間は、⽯岡市全域となっています。 

※BRT︓Bus Rapid Transitの略称でバス⾼速輸送システムのこと。 
 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市街地へ行く 

路線バスがない 

出典：関鉄グリーンバス HP 等を基に作成 

図：公共交通路線図 
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第２章 現況と課題 

（６）都市基盤                                

１）公共下水道整備状況 

本市の公共下⽔道整備は、⽯岡地域の市街化区域はおおむね整備済み、⼋郷地域の⽤
途地域内では全域が整備済みとなっています。また、市街化区域内における全ての未整
備区域は、今後整備が予定されている計画区域に含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：2020(R2)年度 都市計画基礎調査 

図：公共下水道整備状況 
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⽯岡市⽴地適正化計画 

（７）災害区域                               

１）洪水浸水想定区域及び土砂災害（特別）警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域 

⽯岡地域の市街化区域内では、⾼浜駅周辺に⼟砂災害特別警戒区域や⼟砂災害警戒区
域、急傾斜地崩壊危険区域、洪⽔浸⽔想定区域（想定最⼤規模（L2））が指定されている
ほか、⽯岡駅⻄側（総社・若宮地区）においても⼟砂災害特別警戒区域と⼟砂災害警戒
区域が指定されています。また、霞ヶ浦沿いにおいては家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫
流）が指定されています。 

⼋郷地域では、筑波⼭や加波⼭周辺の⼭間部において⼟砂災害特別警戒区域や⼟砂災
害警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域が指定されているほか、恋瀬川沿いを中⼼として洪
⽔浸⽔想定区域（想定最⼤規模（L2））が指定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：石岡市防災ハザードマップ、2020(R2)年度 都市計画基礎調査 

図：災害区域指定状況 
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第２章 現況と課題 

  

 

２ 立地適正化計画における課題                  

本市の現況及び将来⼈⼝推計を踏まえた、本計画における課題は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜⼈⼝＞ 
・総⼈⼝は減少傾向にあり、この傾向は将来的にも継続していく⾒込み 
・⾼齢化率が上昇する⼀⽅で、⼦どもや若者世代（0 歳〜29 歳）が減少し、⼈⼝

の年齢構成バランスが悪化 
・市街化調整区域及び⽤途⽩地地域に広く集落が分布し、市⺠の約 5 割が居住 
・将来的には市街地においても⼈⼝が減少、市街地外においては既存集落の維持 

が困難になる⾒込み 
・南台・東⽯岡周辺に 20 歳未満〜39 歳の転⼊・転居が集中 

・市街化調整区域や⽤途⽩地地域
にある既存集落周辺には⽴地が
少ない。 

・⼈⼝密度が低く、公共交通でア
クセスが困難な場所での⽴地が
みられる。 

・中⼼市街地における空き店舗の
増加 

【現況及び将来⼈⼝推計の総括】 

＜都市機能施設の⽴地状況等＞ 

 

・⽯岡駅へアクセスする基幹的公
共交通のバス路線（運⾏本数が
30 本/⽇以上）が少ない。 

・市街化調整区域や⽤途⽩地地域
では、公共交通による市街地へ
のアクセスができない集落がみ
られる。 

 

＜公共交通＞ 

【本計画における課題】 

＜市街地の⼈⼝密度維持や既存集落における活⼒の維持＞ 
・⼈⼝減少下においても、現在の⽣活利便性の確保や地域コミュニティの維持に 

必要な⼈⼝密度を維持する取組みが必要 
＜多世代循環による⼈⼝の年齢構成バランスの改善＞ 
・健全な⼈⼝の年齢構成への転換を図るため、若者世代の社会増加等を促進する 

取組みが必要 
＜中⼼市街地におけるにぎわいの創出＞ 
・商業の中⼼地として活性化を図るため、新規店舗の誘導、まちづくりの新たな 

担い⼿の参画に向けた取組みが必要 
＜暮らしを⽀える都市機能施設の集約・維持・充実＞ 
・⼈⼝減少に伴い、都市機能施設の維持に必要な⼈⼝密度の確保が困難になるこ 

とが予想されるため、都市機能施設の集約・維持・充実へ向けた取組みが必要 
＜地域の拠点と既存集落等とを結ぶ公共交通ネットワークの強化＞ 
・住み慣れた地域で暮らし続けられる⽣活環境を形成するために、都市機能施設 

が⽴地する拠点と既存集落とを結ぶ公共交通ネットワーク強化の取組みが必要 


